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<J国際会議報告じ>

ネノレ 際会議に参加し

高エネルギ…物理学研究所小早川 久

第14回高エネルギー国際会議(HEACC) は， 8 

月 22日から26 日までの5自問，つくばで関かれた。

ホスト機関は高エネルギー物理学研究所(KEK)

で，組織委員長は前KEK 所長の商JI!哲治教授で

あった。つくばでは昨年夏に，第3間放射光装置

技術国際会議(SRI-88) が，やはり KEK の主催

で開催された。

この高エネルギ…加速器国際会議は1950年代に

CERNで始まり，これまでヨ…口ッパ，アメリ

カ， ソ連で開かれてきたが，今回初めてアジアで

開催された。およそ500人が出席し約半数が海

外からの参加であった。

この会議の初E注目を集めたのは， CERN で完

成したばかりの世界最大の電子@陽電子衝突型加

速器LEP (周長27km) の運転開始の報告であっ

た。 LEPで最初の Zo粒子は，会議の始まる 10 日

前に得られた。マシンの運転は今年 7 月 14日に始

まったばかりであり， 8 月 13日から 18 日の聞は，

低いルミノシティーではあったが， 45.5GeVで

の衝突実験に集中的に取り組み， Zo実験を行っ

たのである。 LEP はまだフル稼働ではない。ビ

ーム電流を目標値までよげ， 4 極磁石で衝突点で

ビームをもっと絞ることにより，目標ルミノシ

ティ…の 10 31 cm- 2 S-I が得られるであろうから，検

出率はまもなく数百倍増加し LEP は年間10 6個

の割合で Zoを生成し精密Zo物理に突入するこ

とになろう。トリスタンで発見されなかったトッ

プクオークは，このエネルギーのLEP でも見つ

からないらしい。

さてLEP の完成もあり，エネルギーブ口ン

ティアの躍を退いた電子加速器の今後の使い方に

は，放射光研究者にとっては非常に関心がある。

加速器とともに発展してきたシンクロトロン放射

による研究では，かつて高エネルギー物理に活躍

した電子マシンが今ではシンクロト口ン放射実験

専用に姿を変えて成功している例も多し 1からであ

る。高エネルギー物理学の分野でも，エネルギー

フロンティアから眼を転じ，高いルミノシティで

精密実験を行おうという計画がある。ここでは B

物理関係の提案にふれておく。CornellのC日SR ，

DESYのPETRA. SLACのPEP.KEKのTRIS

TAN-MRを利用するもので，いずれのりング

でも放射光利用を計画または実行中であり，その

動向には大変関心がもたれる。 B -factory は既

存の大型リングを利用するものと新しいリングを

建設するものとある。その計画も電子@陽電子の

衝突エネルギーが同じsymmetric 型と 3 倍程度

異なる asymmetric 型とが考えられているo

SLAC , DESY , KEKはasymmetric 型であり，

これらの計画は大同小異である。ルミノシティは

10 33 cm- 2 s- 1 以上を目指しているので，大電流蓄

積が最大の課題である。 B 物理の重要なテーマ

としてはCP 保存則の破れの研究などがある。こ

れらのテーマが何らかの決着がつくがつくのには

数年かかると考えられる。

高エネルギー加速器の応用は，素粒子物理学の

分野以外にも急速に広まりつつある。シンクロト

ロン放射を用いた研究は，その典型的な例であり

発展が著しい。ポスターシッションではこの分野

についても多くの報告がなされ，興味をひくもの
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があったが詳しくはプ口シーデ、ィングスにゆずる。

会議最終日の 8 月 26日には進展著しいシンクロト

ロン放射光源と FEL についての発表があったo

K. Huke (KEK) は放射光実験施設(PF) の 2.5

GeVストーレジリングについて，放射光の輝度

を高めてきた経過を報告した。次世代を担う高輝

度光源、は， ビームのエミッタンスが非常に小さく，

多くの挿入光源をストーレジリングに据え付けた

ものとなろう。そのようなりングでは，さらに質

の高い電子ビームが要求される。 A.Jackson

(LBL) は，現在世界各地の研究所で建設中およ

び計画中の次世代シンクロトロン放射光源につい

て述べ，アンジュレータの非線形磁場はピームに

大きな影響を及ぼすことを指摘した。このように

非常にエミッタンスの小さいビームを用いた実験

では，試料上で光スポットは非常に小さい。こう

なると光軸の僅かな振動でさえも実験の妨げとな

るので，電子ビームは非常に安定でなければなら

ない。機械の振動やストーレジリングの建物やそ

の地盤の歪みなどの様々な要因がビームの振動を

引き起こす。さらにエミッタンス下げることは電

子密度を高めることであり， ビーム不安定性を生
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コライダー〉であろう。 TeV 領域では，電子の

場合，莫大なパワーがシンクロト口ン放射で放出

されるため円形加速器では実現不可能となるから

である。こうして円形電子加速器はLEPを最高

として、リニアコライダーがとって代わろうとし

ているが，その実現は容易ではないo100MV/m

以上の高グラデ、イエントの加速方式の開発もさる

ことながら， 10 33 cm- 2 s- 1 以上の )v ミノシティを

得たい。そのためには1 ミクロン以下のビームサ

イズで大電流密度が必要となる。これらはビーム

不安定を引き起こすしまたこの微小なビーム同

士を密突させることは容易ではないしこれには超

精密なビーム制御技術を開発しなければならない。

そのほか，衝突点でのコヒーレントペアクリエイ

ションなどによりビームに生ずる様々な問題もあ

る。面白いことに次世代の高エネルギー物理を目

指すリニアコライダーも，高輝度光源を目指す専

用リングもどちらも非常に高精度のビームハンド

リングが要求されるという共通のテーマを抱える

ことになった。

T. Nishikawa は1930年以来のその時代におけ

る最先端の加速器の大きさをセミ口グのグラフに

じさせることにもなる。従って高度の正確さと高 プ口ットした図を示した。加速器の大きさはほぼ

度の安定性を備えたビーム調整技術が必要である。 直線上にのり，延長すると約20-30年後には地球

一方エネルギーフロンティアの物理をねらう次 の大きさを越えてしまう。加速器科学者はこの難

世代の電子・陽電子衝突型加速器は加速グラディ 題に挑戦し乗り越えねばならないしまた必ず突

エントの非常に大きい線形衝突型加速器(リニア 破口がひらけるであろうと Nishikawa は結んだ。


